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皿

〈理科部会 〉

研究主題

「個々の生徒のよさや可能性を高め、学習意欲を引き出す指導と評価」

研究 の概要

「目標 に準拠 した評 価 」 をよ り適正 に 実施 して い くた め には、 学 習活動 に即 した具体的 な

評 価規 準 を作成 す る とともに、① 『「努 力 を要す る」状 況(C)と 判断 した生徒 への 手だ て』

を適 切 に考 え、② 『「十 分満 足 で き る」状 況(A)と 判 断す る具 体的 な視 点』 を明確 にす る

必 要 が あ る。

そ こで本 部会で は 、理 科 にお ける評価 の ため の有 効 な教材(ア ドバイ ス カー ドと した)の

開発 及 び 活 用方法 の研 究 と検 証 を通 して 、 「努 力 を要す る」 状況(C)と 判 断 した生徒 へ の

手 だ て 、 「十分満 足 で きる」状 況(A)と 判断 す る具体 的 な 視点 、 等 の研 究 実 践 を重 ね研 究

主題 の実現 を 目指 した。

X以 下 、「十 分満 足で きる」状 況{A)→ 「評価A」 、「おおむ ね満 足でき る」 状況 〔B}→ 「評 価Bj、 「努力

を要 す るj状 況(c)→ 「評価qと 表記す る場合 がある。

皿 研 究 の 内 容

「身 の回 りの物 質 」及 び 「化学 変化 と原 子 、分 子」 の 単元 にお け る、学 習活 動 に即 した具

体 的 な評価 規準 の作成 、評価C(及 び 評価B、 評価A)と 判断 した生 徒へ の 手だ て、評 価A

と判断 す る具体 的 な視 点 、評 価 に役 立つ ワー クシー ト、個 々の生徒 に応 じた 受容的 な言 葉 か

け 、導 入 の 工夫 な どにつ いて の研 究 を推進 す るた め、 ア ドパ イ スカー ドを研 究開発 し授 業 に

よ る検 証 を重ね た。
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四 指 導 事 例

1「 努 力 を要 す る」状 況(C)と 判 断 した生徒 への 手だ て につ いて(第1分 野 「身 の回 りの

物 質 」)

(D評 価 のた めの 有効 な教材 の 開発

本 指 導 事 例 で は評 価Cと 判 断 した生 徒へ の

手 だ て と して教 材(ア ドバ イ ス カー ド)を 開

発 した。 ア ドバ イ ス カー ドとは 、生徒 の学 習

課 題 を解 決 す る た めの資 料 や キー ワー ド等 を

カ ー ド形式 で 提示 す る もの であ る。 この ア ド

バ イ スカ ー ドを活 用 す るこ とで 、評価Cと 判

断 した生徒 に対 して よ り適 切 な指 導 が 可能 に

な る と考 える。 以下 の指 導 事 例 で は評 価Cと

判 断 した 生徒 へ の ア ドバ イ スカ ー ドの活 用及

び そ の効果 を示 した。 また 、評価Cと 判 断 した生徒 へ の他 の手だて と して 、受容 的 な言葉

か け等 の工夫 につ い て研 究 した。

(2)ア ドバ イ スカー ドの 作成 と活 用

ア ドバイ スカー ドは 、評 価Cと 判 断 した生徒 を評価Bに 相 当す る学習 状況 に改 善す る と

と もに、評 価B及 び評 価Aの 生徒 を よ りよい学習 状 況 に高めた り深 め た りす る手 だ て の一

つ と して有効 で あ る。ア ドバ イ スカー ドを作成 す る際 には 、単元 の 目標 、単元 の評価 規 準 、

学 習活 動 に即 した具 体 的な 評価規 準 、生徒 の実態 等 を十 分にお さ え、評 価の 観点 を明確 に

しな が ら行 う必 要 が あ る。

例 え ば 、評価Cと 判断 され る生 徒 に 対 して の ア ド

バ イ ス カー ドの 活 用 例 と して は次 の よ うな もの が 考

え られ る。

◇ 学習方 法 に対 す る援助

◇ 課題 解 決の ため の具体 的 な ヒン ト

◇ 基礎 的 な実験 方 法 の確 認(自 恭事象にっいての 知識 ・理解に対応)

◇ 公 式 ・法則 な どの ヒン ト

ま た 、評 価B及 び 評価Aの 生 徒 に、 それ ぞ れ の 状

況 に応 えた ア ドバ イ ス カー ドを用 意 す る こ とで 、 基

礎 ・基 本 の 定着 の状 況 を本 人 に確認 させ るこ とが で

き る と と もに、4観 点 それ ぞれ にお け る発 展 的 な 学

習 の課題 を段 階的 に設 定す る ことも可能 とな る。 侠 験 ・観察の技能 ・表現に対応)

さ らに 、ア ドバイ スカ ー ドを活用す るこ とに よ り、

教 師 の支援 を個 々の 生徒 に よ り適切 に与 え るこ とや 、 きめ細やか な指導 と評 価 が可能 とな

る。
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(3)単 元 の 目標

身 の回 りの物質 についての観 察、実験 を通 して、固体や液体、気体の性質、物 質の状態変化 に

っいて理解 させる とともに、物質の性質や変化の調べ方の基礎 を身 に付 けさせる。

(4)単 元 の評 価規 準

自然事 象 への 関心 ・ 科学的な思考 観 察 ・実験 の技 能 ・ 自然 事象 につい て の

意 欲 ・態度 表現 知 識 ・理解

身の回りの物質の性質 身の回りの物質の性質 身の回りの物質の性質 身の回 りの物質の性質

や水溶液に関する事物 や水溶液に関する事物 や水溶液について観察、 や水溶液に関する事物

・現 象 に 関心 を も ち 、 ・現 象 に 問題 を見 いだ 実 験 を行 い 、観 察 、実 ・現 象 に つ い て 理 解

意欲的 に観察 、実験 を し、解決 方 法 を考 え る 験の基本操作や記録の し、知 識 を身 に付 けて

行 った り、それ らの事 な ど して観 察 、実験 を 仕方を習得するととも い る 。

象を日常生活と関連付 行 った り、事象 の 生 じ に 、 自 らの 考 え を導 き

けて考察 した りしよ う る要因や仕組みを科学 出 し創 意 の あ る観察 、

とす る。 的 に考 察 した り して問 実験報告書の作成や発

題を解決す る。 表 を行 う。

(5)学 習活動に即した具体的な評価規準

自然 事象 へ の関 心 ・ 科学的な思考 観察 ・実験 の技能 ・ 自然 事象 につ いて の

意欲 ・態 度 衷現 知識 ・理解

① 身 の 回 りに あ る 外 ④経験を基に白い粉末 ⑧ ガ スバー ナ ー を使 用 ⑬砂糖、食塩等の性質

見が似ている物質を の物質を見分ける方法 して加熱を適切に行 う につ い て理 解 し、知識

見 分 け る 手 が か りを を見 いだ す。 こ と が で き る。 を身 に付 け てい る。

探 究 しよ うとす る。 ⑤実験結果から白い粉 ⑨各種の薬品を安全に ⑭有機物 と無機物の違

②経験 を基に金属と 末を区別する方法を考 取 り扱 う事 がで き る。 いにつ い て理解 し知識

非金属の違いをとら 察 す る 。 ⑩白い粉末の実験結果 を身 に付 け てい る。

え よ うと す る。 ⑥実験結果から金属と を正確に記録 したり発 ⑮密度で物質が区別で

③気体の性質を調べ 非金属を区別する方法 表 した りす る。 き るこ とを理 解 し、知

る方法にっいて探究 を考察す る。 ⑪上 皿て ん び ん(ま た 識 を身 に付 け てい る。

し よ う とす る。 ⑦気体の集め方は気体 は電子てんびん)で 物 ⑯気体の性質に付 いて

の 性質 と関係 があ る こ 質 の質量 を量 り、 記録 理解し知識を身に付け

とを推 定で き る。 す る こ とが で き る。 て い る。

⑫気体を発生させ捕集

す る こ とが で き る。
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(6)単 元 の指導 ・評価 計画

学習活動に即 した具体的な

評 価規準 との 関連 にっ いて

時 学 習 活 動 関 心 科学的 技能 知識 評価方法

意 欲 ■ ●

態 度 な思考 表現 理解

1 ★身 のまわ りにある物質の区別の仕方 につ ① 発言

いて発表する。

★白い粉末を見分ける方法を考え発表 ④ ワー ク シー ト

す る。 ア ドバ イ ス カ ー ド

2 ★ 白い粉末 を見分 け る実験 を行 う. ⑤ ⑧ ⑨ 行動観察

ア ドバ イ ス カ ー ド

3 ★白い粉末を見分ける方法を発表する。 ⑩ ⑬ ア ドバ イ ス カ ー ド

有機 物 、無機 物 にっ いて ま とめ る。
・ ⑭

ワ ー ク シ ー ト

発言

4 ★金属と非金属を区別する実験を行う. ② ⑪ 行動観察

ア ドバ イ ス カ ー ド

5 ★金属 と非金属の違いを発表す る。 ⑥ ⑮ ア ドバ イ ス カ ー ド

密度についてま とめる。 ワ ー ク シ ー ト

発言

6 ★気 体 につ いて の実験 を行 う。 ③ ⑫ 行動観察

ア ドパ イ ス カ ー ド

7 ★気体の性質と捕集方法について発表 ⑦ ⑯ ア ドバ イ ス カ ー ド

す る。 ワー ク シー ト

発言

(7)「 努 力 を要す る」状 況(C)へ の手 だて

自然 事象 へ の関心 ・ 科学的な思考 観 察 ・実験の 技能 ・ 自然事 象 につい て の

意欲 ・態 度 表現 知 識 ・理解

第1時 ① アル ミ缶や ス チー ④実験方法を思い出

ル缶等の実物を見せ す よ う、 ヒ ン トを 書

意欲 を喚起 す る。 い た ア ドパ イ ス カ ー

ドを活用 す る。

第2時 ⑤ ワー ク シー トを活 ⑧⑨個別に実験させ

用す る、 また結 果 を る、 また操 作手順 を
一 覧 表 に ま と め る、 書 い たア ドバ イ ス カ

また 性質 の違 い につ 一 ドを 渡 す 、 ま た 掲

いて 助言 す る。 示物 をみせ る。

第3時 ⑩実験結果の記録や ⑬物質の性質の違い

発表 す るポイ ン トに が わか るよ う、 食塩

注 目す る よ う、 ア ド や砂糖が他の物質と
バ イ スカー ドを活 用 異 な る点の ヒン トを

す る。 書 いた ア ドパイ ス カ
一 ドを 活 用 す る 。

⑭有 機物 、無機 物 の

違い が わか るよ う、

身近な物質の実物を

多 く紹介 す る。
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(8)授 業 実践例

ア 日常 生活 の 中で 間違 いや すい もの を 挙 げ

させ た。

身 近 で よ く見か け るスチ ール 缶 とア ル ミ

缶 等 の例 を取 り扱 い 、本 単 元で 重視 したい

「日常 生活 と結び つ ける」 こ とを生 徒 に意

識 付 けた。

イ6種 類 の物 質(白 砂 糖 ・食塩 ・炭 酸 水 素

ナ トリウム ・デ ンプ ン ・L一 ア ス コル ビン

酸 ・グラニ ュー塘)の 簡 単 な特徴 を説 明 し物質 を区別 す る方 些 を考 え させ た。

何 通 り(今 回 は

4通 り)か の 方 法

を設 定 しア ドバ イ

ス カ ー ドを作 成 し

た 。 方 法 が 考 え付

か な い生徒 に対 し、

机 間 巡 視 の 際 ア ド

バ イ ス カ ー ドと と

も に言 葉 か け な ど

の 学 習 援 助 を 行 っ

た。 また 、 ア ドバ

イ ス カー ドを活 用

した生徒 には、 ワー クシー トに どの よ うな活用 の仕方 を したか がわ か るよ う記録 して も

らい 、そ の後 の評価 資料 と した。

区別す る方 法 を考 え付 か なか った生 徒に は、用意 した ア ドバ イス カー ドを渡 し、 何種

類 か の方 法 が あ るこ とを提示 し、その 中か ら幾つ かの 方法 を選 択 させ た。 また 、区別 す

る全 ての 方法 が思い付 かな い生徒 に は 、不 足 してい る方 法 を抜 っ たア ドバ イ スカー ドを

教 師 が生徒 に手渡 し支援 に努 めた。

ウ 実 験計 画 を立案 させ た。

実 験器 具及 び方法 につい て図 を書 かせ るな どして イ メー ジ化 を図 りなが ら、物 質 を区

別 す る実験計 画 を立案 させ た。

エ ア ドバ イ スカー ドの内容 を見せ 、立 案 した実験 計画 と照 ら し合 わ させ た。

全 て の生徒 にア ドバ イス カー ドの 内容 を見せ る ことで 、利 用 しなか った 生徒 に も自分

の 考 えが正 しい こ とを再確認 させ る こ とがで きた。

(9)ア ドバ イ スカー ドの有効性

ア ドバ イ スカ ー ドの有効性 を確認す るた めに 、この カー ドを利 用 した 学級 と利用 しなか

った 学級 とで比較 し、その結果 にっ いて 分析 した。 実験 に対 す る興味 ・関心 に 関 して は 、
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「

ア ドバ ィ ス カー ドを利 用 した場 合 は 、 「楽 しく実験 で きた 」生 徒 の割合 が増 えた。 また 、

「物 質 を見分 け る方法 が わ か った」 生 徒 の割合 も大幅 に増 え 、 「ア ドパ イ ス カー ドは役 に

立 っ た」 と意 識 して い る生 徒 も8割 を超 えてい た。 この よ うに 、ア ドバイ ス カー ドは 、個

々の 生徒 の学 習 意欲 を引 き出す とと もに、生徒 の学習 理解 の促進 を図 る上 で極 め て有効 で

あ る。

　

1カ ード未使用

カード使用

楽しく実験できたか
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(10)ア ドバ イ スカー ドと受容 的 な言 葉 か け

生 徒 の これ までの 学習 の状況 や努 力 を適 正 に評 価 し、 さ らに次 の段階へ の指 導 を行 うた

めに は 、適 宜 、生徒 に励 ま しの言葉 をか け るこ とが必 要 で、 こ うした指導 と評価 を繰 り返

し行 うことで 、生 徒の よ さや 可能 性 が高 ま り学 習意欲 を引 き出す こ とが で きる もので あ る。

ア ドバ イ ス カー ドには 、生徒 が 主体 的 に学習 に取 り組 め るよ うにす るため 、生徒 に与 え

る情 報 を最 少限 に精選 し、学習 の課 題 を解 決す るた めの 資料や キー ワー ドだ けが記載 され

て い る。 この た め、個 々の 生徒 にア ドバ イス カー ドを提示す る際 には 、生徒 が この カー ド

の ア ドバ イ ス を適切 に活用 し課 題 を意 欲 的に解決 でき るよ う、教 師か らの受 容 的な言 葉 か

けを 積極 的 に働 きか けてい くこ とが 大切 で あ る、ま た、日頃 か ら生徒 との信 頼 関係 を築 き、

受 容 的 な言葉 か けが よ り効果 あ る もの に していか なけれ ばな らない。
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2「 十 分満 足 でき る」状況(A)と 判 断す る具体 的 な視 点に ついて(第1分 野r化 学 変 化 と

原子 、分 子」)

(1)「 十 分満 足 で きる」状況(A)と 判断 す る具 体的 な視 点 の意 義

評価 規 準 とな 、学習指 導要領 に示 す 目標 の実現 の状 況 を判 断(評 価)す るた めの よ りど

ころ を意味 す る もので 、 「おお むね 満 足 で きる」状 況(B)と な る学 習 の 実現状 況 を示 し

た もの で ある。 各 中学校 で は 、作成 した 評

価 規 準 に照 ら して評価Bか 評 価Cで あ るか

を判 断 し、評価Bの うち学 習状 況 に質的 な

高 ま りや深 ま りが 見 られ る場合 を評 価Aと

して い る。 したが って 、評 価Aや 評 価Cの

評 価 規 準 を作成す る必 要はな い。

しか しなが ら.適 正 に評 価Aと 判 断す る

た め には 、誰 で も客観 的 に判 断 し評価 で き

る よ う、評 価Aの 具体 的な視 点 を もっ こ と

が 必 要で 、単元 の評価 規準や 学 習活動 に即 した具体 的な評 価規 準 に 即 して 、十 分満 足 で き

る と判 断 され る際の キー ワー ドや 生徒 の 姿を明 らか に して お くこ とが求 め られ て い る、

本 部会 では 、 「化 学変化 と原子 、分子 」 の単 元の 中か ら小 単元 「分 解 」 を取 り扱 い 、 い

くつ かの評 価方 法 を示 した。 また 、発展 的 な学 習 の課題 を設 定 し、評価Bと 判 断 され る生

徒 を 評価Aへ と改善す る教材 の 開発 を行 った。

(2)単 元 の 目標

化 学 変 化 につい ての観 察 、実 験 を通 して 、化合 、分解 な どにお け る物 質 の変化や そ の 量的

な関係 にっ いて理解 させ る とともに、 これ らの事象 を原 子 、分子 のモ デル と関連付 けて み る

見 方や 考 え方 を養 う,

(3)単 元の評 価規準

自然 事象へ の閥心 ・ 科学的な思考 観察 ・実験の 岐能 ・ 自然事象についての

意欲 ・態度 表現 知 識 ・理解

化 学変化 と原 子、分 子に 化学変化 と原子、命子に関 化学変化 と原子、分子に関 化学変化と原子、分子 につ

関する事物 ・現象 に関心 す る事物 ・現無にっいて観 す る事物 ・現象にっいて観 いての基本的な概念や原理

を もち 、意 欲 的 に観 察 、 察や 実験 な ど を行 った り、 察 、実験 な どを行 い、 基本 ・法 則 を理 解 し、知 畿 を身

実 験 を 行 っ た り、 そ れ ら 事象の生 じる要因や仕組み 撮 作 を習 得 す る と ともに 、 に付 けてい る。

の事象 を 日常生活 と関連 を科学的に考察 した りして 規則性 を見 いだ した り、 自

付 けて考察 した りしよ う 問題を解決する。 らの考 え を導 き出 した り し

と す る 、 て創意ある観察 ・実験報告

書の作成や発表を行う.
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(4)学 習活動に即 した具体的な評価規準

自然事 象 へ の 関心 ・ 科学的な思考 観 察 ・実 験 の 技 能 ・ 自然 事 象 に つ い て の 知

意欲 ・態度 表現 識 ・ 理解

①身 の回 りにある物 ⑤物質を分解す る実 ⑦ 実 験 を行 い 、分 解 ⑩分 解 に よつて 、性 質 の

質 の 分 解 に つ い て 関 験 を行 い 、 分 解 後 に 後にできた生成物の 違 う別の物質に変化 した

心 を も ち 、 意 欲 的 に できた生成物が何で 性 質 を 調 ・べ る こ と が こ とを理 解 し、知 識 を身

分 解 の 実験 を行 う。 あ るか を 考 え 、 生 成 で き る。 に 付 け て い る。

②物質が加熱によっ 物が生 じる要因を考 ⑧物質の性質を調べ ⑪電気分解のしくみを理

て分解す るようすに え る こ と力彗で き る。 るための実験器具を 解 し、身 に付 け て い る。

関 心 を も ち 、 物 質 の ⑥ 実 験 結 果 か ら、分 適 切 に 選 択 し、 そ れ ⑫ 分解 に っ いて理 解 し、

変化 を記録す る方法 解 が 生 じ る し くみ を らの基 礎操 作が で き、知 識 を身 に付 けて い る。

を意欲的にみいだそ 見 い だ し、 分 解 前 の 安全 に注 意 し行 うこ

う とす る。 物質 と分解後の生成 とが で き る。

③物質が電気によっ 物 との 関係 を考 察 し、⑨ 婁 験 の 結 果 か ら、

て分解す る様子 に関 元の物質の成分を推 規 則 性 を見 い だ し、

心 を も ち 、 物 質 の 成 定 す る。 創意ある報告書を作

り 立 ち に つ い て 、 意 成す る ことがで き る。

欲的に探求 しよ うと

す る。

④物質を分解す る実

験 を 行 い 、 日常 生 活

と関連づけて意欲的

に と ら え よ う とす る。

(5)単 元 の指導 ・評価 計画

学習活動に即 した具体的な

評価規準との関連について

時 学習活動 関 心 ・ 科学的 技 能 知 識 評価方法

意 欲 ・ ■ ●

態度 な思考 表 現 理 解

1 ★身の回りにある物質を分解 してみ ① ⑤ ア ドバ イ ス カ 」一 ド、 ワ

る 。
一 ク シ ー ト

2 ★物質の分解について調べる実験を行 ①② ⑦⑧ ア ドバ イ ス カ ー ド、 報

う 。 告書 、行動観 察

3 ★ 実験結 果や 日常の体験 にもとづき、 ④ ⑩ 発 言 、 ノ ー ト

分解につ いてま とめる。

4 ★水 の 分解 につ い て実験 を行 う。 ⑥ ⑨ ア ドバ イ ス カ ー ド、 報

告書 、行動観 察

5 ★水の分解について実験結果からま ③ ⑪ 発 言 、 ノ ー ト

と め る。

6 ★ 日常 の体 験 に もとづ き、分解 につ ④ ⑫ ア ドバ イ ス カ ー ド、 発

い て ま と め る。 言 、 ノ ー ト
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(6)十 分満 足 で きる状況(〕 と判 断す る具体虻な視点
自然事 象 へ の 関心 ・ 科学的な思考 観 察 ・実 験 の 技 能 ・ 自然事 象 にっい て の知
貴欲 ・鮨 庶 表現 虚 ・瑚 艇

第1時 ① 身 の 回 りにあ る物 質 ⑤身 の回 りにあ る物 質

の分 解 につ いて開心 を の組み合わせ等を適切

もち、 自らす すん で意 に考 えながら分解実験

歓的に実験 を行 う。 を行 い 、物 質 が 生成 す

る要因を考察でき る。

第3時 ④ 自らすす んで 日常生 ⑩分解 に よって、別 の

活 と関連づけて意欲的 物質 に変化 した こ とを

に調 べ る。 十分 理解 し、知識 を身

に 付 け て い る。

第4時 ⑥ 分解 の しくみ を見い ⑨ 実験 の結果 か ら、規

だ し、分解 後の 生成物 則性 を 見い だ し、創 意

との関係を十分考察 し、 ある質の高い輯告書を

元の物質の成分を推定 作成す ることがで きる。
で き る。

(7)授 業実 践例

ア ドバ イ スカー ドを3種 類用 意 し、評 価Cと 判断 した生徒 を評価Bに 相 当す る学 習状 況

に改 善す るた めの手 だて として活用 した。

あ らか じめ教師が 「泡 胆発生 して い る」 と 「炭酸 水素 ナ トリウム が原 因物質 であ る」 の

2点 を キー ワー ドと して決 め 、生徒 が ワー クシー トに これ らの キー ワー ドを記 入 して い る

か を確認 しなが ら机 間巡視 した。 ワー ク シー トの学 習 を進 め る うえで、記 入す るこ とが困

難 な生徒 に対 しては、用意 した評価Bに 相 当す る学 習状 況 に改 善す るた め のア ドバ イ スカ

ー ドを 渡 した
。

一 方
、 これ らのキー ワー ドを記入 で きた生徒 に対 しては 、用意 した評価Aに 相 当す る学

習状 況 に改 善す るた めの ア ドバ イス カー ドを渡 した。

(8)評 価Bの 生徒 を評価Aに 相 当す る学 習状況 に改 善す るア ドバ イ ス カー ドと、評価Aの 生

徒 を さらに発 展 させ るア ドバ イス カー ド

評価Aと 判断す る視 点 を設 定す る とともに、発展 的 な学 習 の課題 の実現 を 目指 し2種 類

の ア ドパイ ス カー ドを作成 した。

ア 評 価Bの 生 徒 を評価Aに 相 当す る学習状 況 に改 善す るた めの 手 だて として活用 したア

ドバ イ スカー ド

① 発展 的 な学習の課題 を記 入 した カー ド

「こん な こ とを調 べ た い」 とい う生徒 の 意

欲 に応 え るア ドバ イス カー ドを作 成す る とと

もに 、評 価Bの 生徒 を評価Aに 相 当す る学 習

状 況 に改 善 す る視 点 を 、例 え ば 「身 の 回 りに

あ る物 質 の 分解 につ い て関 心 を も ち 、 自 らす

す ん で意欲 的 に実 験 を行 う。jこ とと した。

… 蕪 親1爆 ロ 内 一 ド ー 一 一一

実験1～3以 外 の組み合 わせ で.気 体を襲

尭生 させ 邑別の方法 を考 えて 見よ う.

魏 笛 島碓;轡hロ 暑臨

裏臓加Oら んヒ臥 しよ1.

i蚤 隠■ 后ムo正 塞kし τむ 〔.

奪 ア 丁「バイ
;鯉,ド 〃署}ろよ 聖
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② 発 展 的 な学習 の課題 へ の補 足 的な カー ド

評 価Bの 生徒 を評価Aに 相 当す る学習状況 に改

善す る際 、教師 か らの援 助 を さ らに必要 とす る場

合 が あ る。 本部 会 で は、 ア ドバ イ スカー ドに 具体

的 な図 や数 値 を敢 り入 れ対 応す る よ うに した。

イ 評価Aの 生徒 の学 習 を さらに発 展 させ るため に活

用 した ア ドバイ ス カー ド

授 業(炭 酸 水素 ナ トリウム の分解 実験)と は異な

る実験 方 法 と して 「身 の回 りにあ る物質 のい ろい ろ

な組 み合 わせ か ら気体 を発 生 させ る方法 」 を考 え る

ア ドバイ ス カー ドを作成 し、評 価Aの 生 徒が さ らに

発 展 的 な課 題 に 取 り組 む こ とが で きる よ うに した。

また 、評 価Bの 生徒 を評 価Aに 相 当す る学習 状況 に1

一.翻 趣127ド'何 舳 一ド

1、1ら いろな箭 帥 セでもう一つ翼験豊零離 うu

輪 ゆ 働
1.'、.

薗 薗 薗暴

発展魍 ヨ 随 囲"■F-・ 一・一・一 一一

実鹸1～31t、 ある物賀 を液体に入れたら

瓠体炉発生 し距.}度 体壱使わずにこの携質

か ら気体 壱発生 きせ邑別の方怯を考えてく臨 鞭

改 善す る視点 を、例 えば 「身 の回 りに あ る物質 の組 み合 わせ を等 を適切 に考 えな が ら分

解 実験 を行 い 、物 質 が生成 す る要因 を考 察で きる。」 こと とした。

V研 究 の ま と め

1各 単元 の評価 を適 正 に行 うため には 、学習 活動 に即 した具 体的 な評 価規 準 を作成す る必 要

が あ る。 ま た 、『「努 力 を要 す る」 状況(C)と 判断 した生徒 へ の手 だて]や 『「十 分満 足 で

き る」状況(A)と 判断す る具体 的視 点』の研 究開発 が 重要 であ るe

2「 十 分満 足 で き る」状 況(A)を 適 正 に判断す るには 、生 徒 の学習 の実現 状 況につ い ての

質的 な 高ま りや 深 ま りを判 断す る 具体 的 な視点 を明確 に して、評 価 の観 点 ご とに設 定 してお

くこ とが必 要 で あ る。

3ア ドバ イ スカー一一・・ドの 活用 は生 徒 の学 習状 況 の改善 、発 展 的な学 習へ の対応 に有勧 であ るe

「努 力 を要す る」状 況(C)を 「おお むね満足 で き る」状 況(B)に 相 当す る学習 状況 に

改 善す るた めに 、生徒 のつ まず きそ うな課題 を予測 し、解決 す るた めの援助 とな るよ うア ド

バ イ ス カー ドを作成 す るこ とで 、個 々 の生徒 に適切 な支援 を与 えるこ とがで き る。

「おお むね満 足 で き る」状 況(B)を 「十分満 足 で きる」状 況(A)に 相 当す る学 習状 況

に改 善す るには 、発 展 的 な学習 の課題 に即 したア ドバ イ スカー ドを作 成す るこ とで 、生徒 自

身 に よ る学 習課 題 の解 決 が可 能 とな る。 「十 分満 足で きる」状 況(A>に 相 当す る学 習状 況

を さ らに質的 に深 め、発 展 させ るため には ア ドバ イ ス カー ドを発 展的 な学 習の課題 の質的 な

深 ま りに応 じて段階 的 に設定 してお く ことが 大切 であ る。

4ア ドバ イ スカー ドを よ り有 効 に活 用す るために は、ワー クシー トへ の記録 を生 かす こ とで 、

個 々 の生徒 の理解 状況 が把握 で きる とと もに、生徒へ の適切 な 支援や 指導 が可能 とな る。 ま

た 、 ア ドバ イ ス カー ドを活用 す る こ とで 、生徒 の状況 に応 じた適 切 な援助や 受容 的 な言葉 か

けに よ る働 きか け茄 よ り可能 とな り、生 徒の 学習意欲 を さ らに高 める こ とがで き る。
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